
(57)【要約】

【課題】　デジタル画像信号に対し、画質を低下させる

ことなくノイズ除去処理を施す。

【解決手段】　プロセッサ３０内に前段信号処理回路４

２、ノイズ低減フィルタ回路４６、段階分け回路４８を

設ける。段階分け回路４８において、デジタル画像信号

に基づき、各画素を輝度レベルに応じて第１～第４輝度

段階に振り分け、被写体像を多段階に分ける。そして、

ノイズ低減フィルタ回路４６において、第４輝度段階か

ら第１輝度段階へ向かうほど近傍画素エリアのサイズが

大きくなるように、移動平均フィルタを各段階の画素に

対して施す。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 画 素 か ら 構 成 さ れ る 被 写 体 像 に 応 じ た デ ジ タ ル 画 像 信 号 を 生 成 す る デ ジ タ ル 化 処
理 手 段 と 、
　 デ ジ タ ル 画 像 信 号 に 基 づ き 、 各 画 素 の 輝 度 レ ベ ル に 応 じ て 被 写 体 像 を 複 数 の 段 階 に 分 け
る 輝 度 段 階 分 け 手 段 と 、
　 輝 度 レ ベ ル の 低 い 段 階 に 該 当 す る 画 像 部 分 ほ ど 雑 音 除 去 効 果 が 大 き く な る よ う に 、 段 階
ご と に デ ジ タ ル 画 像 信 号 を フ ィ ル タ リ ン グ す る フ ィ ル タ リ ン グ 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 フ ィ ル タ リ ン グ 手 段 が 、 近 傍 画 素 を 用 い て 雑 音 除 去 処 理 を 実 行 す る 平 滑 化 フ ィ ル タ
を 有 し 、 輝 度 レ ベ ル の 低 い 段 階 に 該 当 す る 画 像 部 分 ほ ど 近 傍 画 素 の 数 を 大 き く す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 フ ィ ル タ リ ン グ 手 段 が 、 近 傍 画 素 を 用 い て 雑 音 除 去 処 理 を 実 行 す る 平 滑 化 フ ィ ル タ
を 有 し 、 輝 度 レ ベ ル の 低 い 段 階 に 該 当 す る 画 像 部 分 ほ ど フ ィ ル タ リ ン グ の 繰 り 返 し 回 数 を
多 く す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 平 滑 化 フ ィ ル タ が 、 移 動 平 均 フ ィ ル タ 、 メ デ ィ ア ン フ ィ ル タ の い ず れ か で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 フ ィ ル タ リ ン グ 手 段 が 、 遅 延 素 子 と 加 算 器 か ら 構 成 さ れ る 非 巡 回 型 デ ジ タ ル フ ィ ル
タ を 有 し 、 輝 度 レ ベ ル の 低 い 段 階 に 該 当 す る 画 像 部 分 ほ ど 、 該 当 す る デ ジ タ ル 画 像 信 号 を
順 次 遅 延 さ せ 、 加 算 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 フ ィ ル タ リ ン グ 手 段 が 、 遅 延 素 子 と 加 算 器 か ら 構 成 さ れ る 巡 回 型 フ ィ ル タ を 有 し 、
輝 度 レ ベ ル の 低 い 段 階 に 該 当 す る 画 像 部 分 ほ ど 該 当 す る デ ジ タ ル 画 像 信 号 の 重 み 付 け 係 数
に 比 べ て 遅 延 デ ジ タ ル 画 像 信 号 の 重 み 付 け 係 数 を よ り 大 き く し て フ ィ ル タ リ ン グ す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 デ ジ タ ル 化 処 理 手 段 に よ っ て 生 成 さ れ る デ ジ タ ル 画 像 信 号 の 高 周 波 成 分 を 除 去 す る
高 周 波 数 フ ィ ル タ を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 デ ジ タ ル 化 処 理 手 段 が 、 赤 色 （ Ｒ ） に 応 じ た デ ジ タ ル の Ｒ 信 号 を 生 成 し 、
　 前 記 段 階 分 け 手 段 が 、 デ ジ タ ル の Ｒ 信 号 に 基 づ い て 段 階 分 け す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 撮 像 素 子 を 備 え た ビ デ オ ス コ ー プ と 、
　 前 記 撮 像 素 子 に 形 成 さ れ 、 複 数 の 画 素 か ら 構 成 さ れ る 被 写 体 像 に 応 じ た デ ジ タ ル 画 像 信
号 を 生 成 す る デ ジ タ ル 化 処 理 手 段 と 、
　 デ ジ タ ル 画 像 信 号 に 基 づ き 、 各 画 素 の 輝 度 レ ベ ル に 応 じ て 被 写 体 像 を 複 数 の 段 階 に 分 け
る 輝 度 段 階 分 け 手 段 と 、
　 輝 度 レ ベ ル の 低 い 段 階 に 該 当 す る 画 像 部 分 ほ ど 雑 音 除 去 効 果 が 大 き く な る よ う に 、 段 階
ご と に デ ジ タ ル 画 像 信 号 を フ ィ ル タ リ ン グ す る フ ィ ル タ リ ン グ 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 撮 像 素 子 に 形 成 さ れ 、 複 数 の 画 素 か ら 構 成 さ れ る 被 写 体 像 に 応 じ た デ ジ タ ル 画 像 信 号 を
生 成 し 、
　 前 記 デ ジ タ ル 画 像 信 号 に 基 づ き 、 各 画 素 の 輝 度 レ ベ ル に 応 じ て 被 写 体 像 を 複 数 の 段 階 に
分 け 、
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　 輝 度 レ ベ ル の 低 い 段 階 に 該 当 す る 画 像 部 分 ほ ど 雑 音 除 去 効 果 が 大 き く な る よ う に 、 段 階
ご と に デ ジ タ ル 画 像 信 号 を フ ィ ル タ リ ン グ す る
　 こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 撮 影 に よ っ て 得 ら れ る デ ジ タ ル 画 像 信 号 の 画 像 処 理 に 関 し 、 特 に 、 雑 音 （ ノ
イ ズ ） 除 去 処 理 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の デ ジ タ ル 画 像 処 理 で は 、 ノ イ ズ 除 去 の た め フ ィ ル タ リ ン グ が 施 さ れ 、 例 え ば 、 移
動 平 均 フ ィ ル タ 、 メ デ ィ ア ン フ ィ ル タ な ど の 空 間 周 波 数 処 理 型 フ ィ ル タ 、 あ る い は 巡 回 型
フ ィ ル タ な ど デ ジ タ ル フ ィ ル タ に よ っ て ノ イ ズ が 除 去 さ れ る 。 例 え ば 電 子 内 視 鏡 装 置 の 場
合 、 増 幅 さ れ る ノ イ ズ を 除 去 す る た め ノ イ ズ 低 減 回 路 が 設 け ら れ 、 画 像 全 体 に 対 し て 一 様
に ノ イ ズ 除 去 処 理 が 施 さ れ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 ま た 、 撮 像 素 子 の 画 素 欠 陥 で あ る 白 キ
ズ ノ イ ズ な ど 孤 立 雑 音 を 除 去 す る 場 合 、 注 目 画 素 に 対 し て フ ィ ル タ リ ン グ が 施 さ れ る （ 特
許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ５ ７ ３ １ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ １ ３ ４ １ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 管 腔 内 を 撮 影 し た 内 視 鏡 画 像 な ど で は 、 明 暗 の は っ き り し た 部 分 が 同 一 画 面 内 に お い て
混 在 す る 。 暗 い 部 分 で は ノ イ ズ が 目 立 つ 一 方 、 明 る い 部 分 で は ノ イ ズ が 目 立 た な い た め 、
画 像 全 体 に 対 し て 一 様 に ノ イ ズ 除 去 処 理 を 行 う と 、 ノ イ ズ の 影 響 の 少 な い 明 る い 部 分 の 画
像 が ぼ や け て し ま い 、 全 体 的 に 画 質 が 低 下 す る 。 ま た 、 ラ ン ダ ム ノ イ ズ の 場 合 、 画 素 を 特
定 し た ノ イ ズ 除 去 処 理 を 行 っ て も 効 果 が 得 ら れ な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 は 、 ノ イ ズ が 目 立 つ 明 る い 画 像 部 分 と ノ イ ズ が 目 立 た な い 画 像 部
分 に 応 じ て 適 切 な 雑 音 除 去 処 理 が 可 能 で あ り 、 デ ジ タ ル カ メ ラ 、 電 子 内 視 鏡 装 置 な ど の 撮
影 装 置 に 適 用 可 能 で あ る 。 画 像 処 理 措 置 は 、 デ ジ タ ル 化 処 理 手 段 と 、 輝 度 段 階 分 け 手 段 と
、 フ ィ ル タ リ ン グ 手 段 と を 備 え る 。 デ ジ タ ル 化 処 理 手 段 は 、 複 数 の 画 素 か ら 構 成 さ れ る 被
写 体 像 に 応 じ た デ ジ タ ル 画 像 信 号 を 生 成 す る 。 そ し て 、 輝 度 段 階 分 け 手 段 は 、 デ ジ タ ル 画
像 信 号 に 基 づ き 、 各 画 素 の 輝 度 レ ベ ル に 応 じ て 被 写 体 像 を 複 数 の 段 階 に 分 け る 。 こ こ で 、
複 数 の 段 階 分 け と は 、 輝 度 レ ベ ル 全 体 の 範 囲 の 中 で 所 定 の 輝 度 レ ベ ル を 境 に 複 数 の レ ン ジ
（ 段 階 ） を 規 定 し 、 各 画 素 を そ の 輝 度 レ ベ ル の 属 す る 段 階 へ 分 け る こ と を 表 す 。 例 え ば 、
輝 度 レ ベ ル の と り う る 範 囲 を 大 き さ 順 に ４ 段 階 、 あ る い は ８ 段 階 な ど 複 数 の 段 階 に 分 け 、
各 画 素 を そ の 輝 度 レ ベ ル に 該 当 す る 段 階 に 振 り 分 け れ ば よ い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の フ ィ ル タ リ ン グ 手 段 は 、 輝 度 レ ベ ル の 低 い 段 階 に 該 当 す る 画 像 部 分 ほ ど 雑 音 除
去 効 果 が 大 き く な る よ う に 、 段 階 ご と に デ ジ タ ル 画 像 信 号 を フ ィ ル タ リ ン グ す る 。 輝 度 レ
ベ ル の 低 い 、 す な わ ち 画 像 の 暗 い 部 分 で は 相 対 的 に フ ィ ル タ 強 度 の 大 き い 雑 音 除 去 処 理 が
施 さ れ 、 ラ ン ダ ム ノ イ ズ な ど が 効 果 的 に 除 去 さ れ る 。 一 方 、 画 像 の 明 る い 部 分 で は 相 対 的
に フ ィ ル タ 強 度 の 小 さ い 雑 音 除 去 処 理 が 施 さ れ 、 画 像 が ぼ け る こ と な く 画 質 が 維 持 さ れ る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 例 え ば 、 移 動 平 均 フ ィ ル タ 、 メ デ ィ ア ン フ ィ ル タ な ど 近 傍 画 素 を 用 い て 雑 音 除 去 処 理 を
実 行 す る 平 滑 化 フ ィ ル タ の 場 合 、 近 傍 画 素 の 数 を 大 き く す れ ば よ く 、 あ る い は フ ィ ル タ リ
ン グ の 繰 り 返 し 回 数 を 多 く す れ ば よ い 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 遅 延 素 子 と 、 加 算 器 か ら 構 成 さ れ る 非 巡 回 型 デ ジ タ ル フ ィ ル タ の 場 合 、 輝 度 レ ベ ル の 低
い 段 階 に 該 当 す る 画 像 部 分 ほ ど 、 該 当 す る デ ジ タ ル 画 像 信 号 を 順 次 遅 延 さ せ 、 加 算 さ せ れ
ば よ い 。 あ る い は 、 遅 延 素 子 と 加 算 器 か ら 構 成 さ れ る 巡 回 型 フ ィ ル タ の 場 合 、 輝 度 レ ベ ル
の 低 い 段 階 に 該 当 す る 画 像 部 分 ほ ど 該 当 す る デ ジ タ ル 画 像 信 号 の 重 み 付 け 係 数 に 比 べ て 遅
延 デ ジ タ ル 画 像 信 号 の 重 み 付 け 係 数 を よ り 大 き く し て フ ィ ル タ リ ン グ す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 被 写 体 像 を 段 階 分 け す る 前 に 毛 細 血 管 等 の 微 細 な 画 像 情 報 を 消 去 す る た め 、 デ ジ タ ル 化
処 理 手 段 に よ っ て 生 成 さ れ る デ ジ タ ル 画 像 信 号 の 高 周 波 成 分 を 除 去 す る 高 周 波 数 フ ィ ル タ
を 設 け る の が よ い 。 あ る い は 、 長 波 長 領 域 の 赤 色 （ Ｒ ） に 応 じ た 色 信 号 を 使 用 す れ ば 微 細
な 画 像 情 報 が あ ま り 含 ま れ な い こ と か ら 、 デ ジ タ ル 化 処 理 手 段 が 、 赤 色 （ Ｒ ） に 応 じ た デ
ジ タ ル の Ｒ 信 号 を 生 成 し 、 段 階 分 け 手 段 が 、 デ ジ タ ル の Ｒ 信 号 に 基 づ い て 段 階 分 け し て も
よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 特 徴 で あ る 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 撮 像 素 子 を 備 え た ビ デ オ ス コ ー プ と 、 撮 像
素 子 に 形 成 さ れ 、 複 数 の 画 素 か ら 構 成 さ れ る 被 写 体 像 に 応 じ た デ ジ タ ル 画 像 信 号 を 生 成 す
る デ ジ タ ル 化 処 理 手 段 と 、 デ ジ タ ル 画 像 信 号 に 基 づ き 、 各 画 素 の 輝 度 レ ベ ル に 応 じ て 被 写
体 像 を 複 数 の 段 階 に 分 け る 輝 度 段 階 分 け 手 段 と 、 輝 度 レ ベ ル の 低 い 段 階 に 該 当 す る 画 像 部
分 ほ ど 雑 音 除 去 効 果 が 大 き く な る よ う に 、 段 階 ご と に デ ジ タ ル 画 像 信 号 を フ ィ ル タ リ ン グ
す る フ ィ ル タ リ ン グ 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。 本 発 明 の 他 の 特 徴 で あ る 画 像 処 理
方 法 は 、 撮 像 素 子 に 形 成 さ れ 、 複 数 の 画 素 か ら 構 成 さ れ る 被 写 体 像 に 応 じ た デ ジ タ ル 画 像
信 号 を 生 成 し 、 デ ジ タ ル 画 像 信 号 に 基 づ き 、 各 画 素 の 輝 度 レ ベ ル に 応 じ て 被 写 体 像 を 複 数
の 段 階 に 分 け 、 輝 度 レ ベ ル の 低 い 段 階 に 該 当 す る 画 像 部 分 ほ ど 雑 音 除 去 効 果 が 大 き く な る
よ う に 、 段 階 ご と に デ ジ タ ル 画 像 信 号 を フ ィ ル タ リ ン グ す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 デ ジ タ ル 画 像 信 号 に 対 し 、 画 質 を 低 下 さ せ る こ と な く ノ イ ズ 除 去 処 理
を 施 す こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 で あ る 電 子 内 視 鏡 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 ビ デ オ ス コ ー プ １ ０ と プ ロ セ ッ サ ３ ０ と を 備 え 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ に は
モ ニ タ ７ ０ が 接 続 さ れ て い る 。 ビ デ オ ス コ ー プ １ ０ は プ ロ セ ッ サ ３ ０ に 着 脱 自 在 に 接 続 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ラ ン プ ３ ２ か ら 放 射 さ れ た 光 は 、 絞 り ３ ４ 、 集 光 レ ン ズ ３ ６ を 通 っ て ビ デ オ ス コ ー プ １
０ に 設 け ら れ た ラ イ ト ガ イ ド １ ２ の 入 射 端 １ ２ Ａ に 入 射 す る 。 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ は 、 ラ ン
プ ３ ２ か ら の 光 を ス コ ー プ 先 端 部 へ 伝 達 す る 光 フ ァ イ バ バ ン ド ル で あ り 、 ラ イ ト ガ イ ド １
２ を 通 っ た 光 は ラ イ ト ガ イ ド １ ２ の 射 出 端 １ ２ Ｂ か ら 射 出 し 、 配 光 レ ン ズ １ ４ を 介 し て ス
コ ー プ 先 端 部 か ら 出 射 す る 。 こ れ に よ り 、 観 察 部 位 に 光 が 照 射 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 観 察 部 位 に お い て 反 射 し た 光 は 対 物 レ ン ズ １ ６ を 通 っ て Ｃ Ｃ Ｄ １ ８ に 到 達 し 、 こ れ に よ
り 被 写 体 像 が Ｃ Ｃ Ｄ １ ８ の 受 光 面 に 形 成 さ れ る 。 Ｃ Ｃ Ｄ １ ８ で は 、 被 写 体 像 に 応 じ た 画 像
信 号 が 発 生 し 、 Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ ３ ８ か ら 送 ら れ て く る ク ロ ッ ク パ ル ス 信 号 に 基 づ き 、 ア ナ
ロ グ の 画 像 信 号 が Ｎ Ｔ Ｓ Ｃ 方 式 な ど Ｔ Ｖ 規 格 に 従 っ て 所 定 の 時 間 間 隔 で 読 み 出 さ れ る 。 読
み 出 さ れ た 画 像 信 号 は 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ の 前 段 信 号 処 理 回 路 ４ ２ へ 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-50110 A 2007.3.1



　 前 段 信 号 処 理 回 路 ４ ２ で は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 処 理 、 γ 処 理 な ど 様 々 な 信 号 処 理 が 読 み
出 さ れ た ア ナ ロ グ 画 像 信 号 に 対 し て 施 さ れ 、 ア ナ ロ グ 画 像 信 号 は Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の デ ジ タ ル 画
像 信 号 に 変 換 さ れ る 。 デ ジ タ ル 画 像 信 号 は 高 周 波 除 去 フ ィ ル タ ４ ４ と と も に ノ イ ズ 低 減 フ
ィ ル タ 回 路 ４ ６ へ 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 高 周 波 除 去 フ ィ ル タ ４ ４ で は 、 デ ジ タ ル 画 像 信 号 の 高 周 波 成 分 が 除 去 さ れ る 。 そ し て 、
段 階 分 け 回 路 ４ ８ で は 、 後 述 す る よ う に 、 高 周 波 成 分 が 除 去 さ れ た 画 像 信 号 が 、 輝 度 レ ベ
ル に 応 じ て 段 階 分 け さ れ る 。 ノ イ ズ 低 減 フ ィ ル タ 回 路 ４ ６ で は 、 段 階 分 け さ れ た 画 像 ご と
に フ ィ ル タ リ ン グ が 施 さ れ 、 ラ ン ダ ム ノ イ ズ 、 白 キ ズ ノ イ ズ な ど に 対 し て ノ イ ズ 除 去 処 理
が 施 さ れ る 。 こ こ で は 、 移 動 平 均 フ ィ ル タ が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ノ イ ズ 除 去 さ れ た デ ジ タ ル 画 像 信 号 は 、 後 段 信 号 処 理 回 路 ５ ０ に お い て ビ デ オ 規 格 に 従
っ た 映 像 信 号 に 変 換 さ れ る 。 映 像 信 号 は モ ニ タ ７ ０ へ 出 力 さ れ 、 こ れ に よ り 観 察 画 像 が モ
ニ タ ７ ０ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 、 内 視 鏡 画 像 を 示 し た 図 で あ る 。 図 ３ は 、 輝 度 レ ベ ル に 応 じ て 段 階 分 け さ れ た 内
視 鏡 画 像 を 示 し た 図 で あ る 。 図 ４ は 、 フ ィ ル タ リ ン グ 対 象 画 素 の 近 傍 画 素 エ リ ア を 示 し た
図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ の 内 視 鏡 画 像 は 、 気 管 支 を 撮 影 し た 画 像 で あ り 、 気 管 分 枝 部 を 挟 ん で 左 主 気 管 支 と
右 主 気 管 支 が そ れ ぞ れ 内 視 鏡 画 像 の 左 側 、 右 側 に 映 し 出 さ れ て い る 。 ス コ ー プ 先 端 部 に 近
接 す る 気 管 内 壁 お よ び 画 像 中 央 に 位 置 す る 気 管 分 枝 部 は 照 明 光 に よ る 反 射 が 強 い た め 、 明
る く 映 し 出 さ れ る 。 一 方 、 左 主 気 管 支 、 右 主 気 管 支 の 画 像 は 管 腔 状 内 部 の 画 像 で あ る た め
光 が あ ま り 反 射 せ ず 、 暗 く 映 し 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 プ ロ セ ッ サ ３ ０ の 段 階 分 け 回 路 ４ ８ で は 、 内 視 鏡 画 像 が 輝 度 レ ベ ル に 応 じ て こ こ で は ４
段 階 に 分 け ら れ る 。 各 画 素 の 輝 度 レ ベ ル は 、 例 え ば ２ ５ ６ 段 階 で 表 さ れ 、 ０ ～ ２ ５ ５ の い
ず れ か の 値 と な る 。 そ し て 、 輝 度 レ ベ ル が ０ ～ ６ ３ の レ ン ジ を 第 １ 輝 度 段 階 、 輝 度 レ ベ ル
が ６ ４ ～ １ ２ ７ の レ ン ジ を 第 ２ 輝 度 段 階 、 輝 度 レ ベ ル が １ ２ ８ ～ １ ９ １ の レ ン ジ を 第 ３ 輝
度 段 階 、 輝 度 レ ベ ル が １ ９ ２ ～ ２ ５ ５ の レ ン ジ を 第 ４ 輝 度 段 階 と し て 規 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ に は 、 こ の よ う に 輝 度 レ ベ ル に 応 じ て 各 画 素 を ４ 段 階 に 振 り 分 け た と き の 画 像 が 示
さ れ て い る 。 気 管 分 枝 部 付 近 の 画 像 部 分 は 、 第 ３ 、 第 ４ 輝 度 段 階 に 該 当 し 、 左 主 気 管 支 ，
右 主 気 管 支 付 近 の 画 像 部 分 は 、 第 １ 、 第 ２ 輝 度 段 階 に 該 当 す る 。 こ こ で は 、 第 １ ～ 第 ４ 輝
度 段 階 に 応 じ た 画 素 の 集 合 部 分 を そ れ ぞ れ Ｉ １ ～ Ｉ ４ で し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 プ ロ セ ッ サ ３ ０ の ノ イ ズ 低 減 フ ィ ル タ 回 路 ４ ６ で は 、 各 画 素 に 対 し て 移 動 平 均 フ ィ ル タ
に よ る フ ィ ル タ リ ン グ が 施 さ れ る 。 す な わ ち 、 フ ィ ル タ リ ン グ 対 象 の 画 素 の 値 を 、 そ の 画
素 の 近 傍 画 素 を 含 め た エ リ ア の 画 素 平 均 値 に 置 き 換 え て 出 力 す る 。 こ の と き 、 フ ィ ル タ リ
ン グ 対 象 画 素 の 近 傍 画 素 エ リ ア は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 （ ２ ｎ ＋ １ ） × （ ２ ｎ ＋ １ ） （ ｎ
＝ ０ ， １ ， ２ ， ３ ） の エ リ ア に 定 め ら れ て お り 、 前 述 の 輝 度 レ ベ ル に 応 じ た 段 階 に よ っ て
ｎ の 値 が 異 な る 。 第 ４ 輝 度 段 階 に あ る 画 素 に 対 し て は 、 そ の 周 辺 画 素 エ リ ア を ３ × ３ （ ｎ
＝ １ ） の エ リ ア に 定 め る こ と に よ っ て ９ 画 素 の 平 均 値 が 演 算 さ れ る 。 ま た 、 第 ３ 輝 度 段 階
に あ る 画 素 に 対 し て は 、 そ の 周 辺 エ リ ア を ５ × ５ （ ｎ ＝ ２ ） の エ リ ア に 定 め 、 ２ ５ 画 素 の
平 均 値 が 定 め ら れ る 。 そ し て 、 第 ２ 輝 度 段 階 に あ る 画 素 に 対 し て は そ の 周 辺 エ リ ア が ７ ×
７ （ ｎ ＝ ３ ） の エ リ ア に 定 め ら れ 、 第 １ 輝 度 段 階 に あ る 画 素 に 対 し て は そ の 周 辺 エ リ ア が
９ × ９ （ ｎ ＝ ４ ） の エ リ ア に 定 め ら れ て い る 。 こ の よ う な 移 動 平 均 フ ィ ル タ に お よ る ノ イ
ズ 除 去 処 理 が 各 画 素 に 対 し て 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 移 動 平 均 フ ィ ル タ に よ る 雑 音 除 去 処 理 に お い て 、 平 均 値 を 算 出 す る 際 の 近 傍 画 素 エ リ ア
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を 大 き く す る ほ ど 、 平 滑 化 、 す な わ ち 雑 音 除 去 の 効 果 が 大 き く な る 。 雑 音 除 去 、 す な わ ち
平 滑 化 の 効 果 を 決 定 付 け る 「 ｎ 」 を フ ィ ル タ 強 度 の パ ラ メ ー タ と 考 え れ ば 、 暗 い 画 像 部 分
に あ る 画 素 ほ ど 、 フ ィ ル タ 強 度 が 大 き い ノ イ ズ 除 去 処 理 が 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ 内 に 前 段 信 号 処 理 回 路 ４ ２ 、 ノ イ ズ
低 減 フ ィ ル タ 回 路 ４ ６ 、 段 階 分 け 回 路 ４ ８ が 設 け ら れ て い る 。 段 階 分 け 回 路 ４ ８ で は 、 デ
ジ タ ル 画 像 信 号 に 基 づ き 、 各 画 素 が 輝 度 レ ベ ル に 応 じ て 第 １ ～ 第 ４ 輝 度 段 階 に 振 り 分 け ら
れ 、 被 写 体 像 が 多 段 階 に 分 け ら れ る 。 そ し て 、 ノ イ ズ 低 減 フ ィ ル タ 回 路 ４ ６ で は 、 第 ４ 輝
度 段 階 か ら 第 １ 輝 度 段 階 へ 向 か う ほ ど 近 傍 画 素 エ リ ア の サ イ ズ （ フ ィ ル タ 強 度 ） が 大 き く
な る よ う に 、 移 動 平 均 フ ィ ル タ が 各 段 階 の 画 素 に 対 し て 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 移 動 平 均 フ ィ ル タ の 代 わ り に 、 メ デ ィ ア ン フ ィ ル タ 等 の 別 の 空 間 フ ィ ル タ を 用 い
て も よ い 。 ま た 、 段 階 分 け は ４ 段 階 に 限 定 さ れ ず 、 ８ 段 階 な ど 複 数 の 段 階 に 分 け れ ば よ い
。 ま た 、 電 子 内 視 鏡 装 置 以 外 の カ メ ラ 等 の 撮 影 装 置 に 適 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 図 ５ 、 ６ を 用 い て 、 第 ２ の 実 施 形 態 で あ る 電 子 内 視 鏡 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 第
２ の 実 施 形 態 で は 、 フ ィ ル タ リ ン グ の 行 う 繰 り 返 し 回 数 を フ ィ ル タ 強 度 と し て 調 整 し 、 ま
た 、 赤 色 （ Ｒ ） に 応 じ た 信 号 に 基 づ い て 画 像 が 段 階 分 け さ れ る 。 そ れ 以 外 の 構 成 に 関 し て
は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 で あ る 電 子 内 視 鏡 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ６ は 、 第 ２ の 実
施 形 態 に お け る 空 間 フ ィ ル タ を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 プ ロ セ ッ サ ３ ０ ’ の 前 段 信 号 処 理 回 路 ４ ２ ’ で は 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の デ ジ タ ル 信 号 の う ち Ｒ
信 号 が 分 離 さ れ 、 段 階 分 け 回 路 ４ ８ へ 送 ら れ る 。 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 高 周 波 除 去 フ ィ ル
タ が 設 け ら れ て お ら ず 、 毛 細 血 管 な ど 空 間 周 波 数 の 高 い 情 報 が 比 較 的 少 な い Ｒ 信 号 に 基 づ
い て フ ィ ル タ リ ン グ が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ノ イ ズ 低 減 フ ィ ル タ 回 路 ４ ６ ’ で は 、 フ ィ ル タ リ ン グ 対 象 画 素 の 近 傍 画 訴 エ リ ア は 一 定
に 定 め ら れ 、 例 え ば ３ × ３ の 画 素 エ リ ア に 定 め ら れ る 。 一 方 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 フ ィ ル
タ リ ン グ の 繰 り 返 し 回 数 ｍ が 調 整 さ れ る 。 こ こ で は 、 輝 度 レ ベ ル が 低 い 段 階 ほ ど 繰 り 返 し
回 数 ｍ が 大 き な 値 に 設 定 さ れ 、 「 ｍ 」 が フ ィ ル タ 強 度 の パ ラ メ ー タ と な る 。 例 え ば 、 第 １
、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ 輝 度 段 階 の 輝 度 レ ベ ル を も つ 画 素 に 対 し 、 そ れ ぞ れ 繰 り 返 し 回 数 ｍ ＝
４ 、 ３ 、 ２ 、 １ が 設 定 さ れ る 。 設 定 さ れ た 繰 り 返 し 回 数 ｍ に 従 い 、 移 動 平 均 フ ィ ル タ に よ
る ノ イ ズ 除 去 処 理 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 図 ７ を 用 い て 、 第 ３ の 実 施 形 態 で あ る 電 子 内 視 鏡 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 第 ３ の
実 施 形 態 で は 、 ノ イ ズ 除 去 処 理 の た め デ ジ タ ル フ ィ ル タ で あ る 非 巡 回 型 フ ィ ル タ が 適 用 さ
れ る 。 そ れ 以 外 の 構 成 に つ い て は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ７ は 、 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る ノ イ ズ 低 減 除 去 フ ィ ル タ 回 路 に お け る フ ィ ル タ 処 理 部
の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ノ イ ズ 低 減 フ ィ ル タ 回 路 ４ ６ ” は 、 第 １ ～ 第 ４ 輝 度 段 階 に 応 じ て ４ つ の フ ィ ル タ 処 理 部
か ら 構 成 さ れ て お り 、 図 ７ で は 、 １ つ の フ ィ ル タ 処 理 部 が 示 さ れ て い る 。 各 フ ィ ル タ 処 理
部 に は 、 ｌ （ ｌ ＝ １ 、 ２ 、 ３ 、 ・ ・ ・ ） 個 の フ レ ー ム メ モ リ Ｋ l が 設 け ら れ て お り 、 所 定
の フ レ ー ム メ モ リ Ｋ l か ら 出 力 さ れ る デ ィ レ イ デ ー タ が 加 算 器 Ｔ Ｍ と 隣 接 す る フ レ ー ム メ
モ リ Ｋ l + 1 へ 入 力 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 フ レ ー メ モ リ Ｋ l か ら 出 力 さ れ る デ ィ レ イ デ
ー タ は 、 オ リ ジ ナ ル デ ー タ に 対 し て ｌ フ レ ー ム 分 だ け 遅 れ る 。 そ し て 、 オ リ ジ ナ ル デ ー タ
と １ ～ ｌ の フ レ ー ム 分 遅 れ た デ ィ レ イ デ ー タ と が 加 算 器 Ｔ Ｍ に お い て 加 重 平 均 さ れ る こ と
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に よ り 、 ノ イ ズ が 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 オ リ ジ ナ ル デ ー タ と デ ィ レ イ デ ー タ の 加 重 平 均 が 繰 り 返 さ れ る ほ ど ノ イ ズ 除 去 効 果 が 大
き く な り 、 フ レ ー ム メ モ リ の 数 が フ ィ ル タ 強 度 の パ ラ メ ー タ と な る 。 こ こ で は 、 第 １ 輝 度
段 階 に あ る 画 素 に 対 し て は ４ 個 の フ レ ー ム メ モ リ か ら 構 成 さ れ る フ ィ ル タ 処 理 部 、 第 ２ 輝
度 段 階 に あ る 画 素 に 対 し て は ３ 個 の フ レ ー ム メ モ リ か ら 構 成 さ れ る フ ィ ル タ 処 理 部 、 第 ３
輝 度 段 階 に あ る 画 素 に 対 し て は ２ 個 の フ レ ー ム メ モ リ か ら 構 成 さ れ る フ ィ ル タ 処 理 部 、 第
４ 輝 度 段 階 に あ る 画 素 に 対 し て は １ 個 の フ レ ー ム メ モ リ か ら 構 成 さ れ る フ ィ ル タ 処 理 部 に
よ っ て ノ イ ズ 除 去 処 理 が 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 図 ８ を 用 い て 、 第 ４ の 実 施 形 態 で あ る 電 子 内 視 鏡 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 第 ４ の
実 施 形 態 で は 、 ノ イ ズ 除 去 処 理 の た め 巡 回 型 時 間 フ ィ ル タ が 適 用 さ れ る 。 そ れ 以 外 の 構 成
に つ い て は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ８ は 、 第 ４ の 実 施 形 態 に お け る ノ イ ズ 低 減 除 去 フ ィ ル タ 回 路 に お け る フ ィ ル タ 処 理 部
の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 　 ノ イ ズ 低 減 フ ィ ル タ 回 路 ４ ６ ” ’ は 、 第 １ ～ 第 ４ 輝 度 段 階 に 応 じ て ４ つ の フ ィ ル タ 処
理 部 か ら 構 成 さ れ て お り 、 図 ８ で は 、 １ つ の フ ィ ル タ 処 理 部 が 示 さ れ て い る 。 各 フ ィ ル タ
処 理 部 に は 、 加 算 器 Ｔ Ｎ と １ つ の フ レ ー ム メ モ リ Ｍ が 設 け ら れ 、 加 算 器 か ら の 出 力 デ ー タ
が フ レ ー ム メ モ リ へ 入 力 し 、 １ フ レ ー 分 遅 延 の デ ィ レ イ デ ー タ が 加 算 器 Ｔ Ｎ へ 入 力 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 加 算 器 Ｔ Ｎ で は 、 以 下 の 計 算 式 に 基 づ い て 、 オ リ ジ ナ ル デ ー タ と デ ィ レ イ デ ー タ と の 割
合 が 調 整 さ れ る 。

       Ｄ Ａ Ｔ Ａ ３ ＝ α × Ｄ Ａ Ｔ Ａ １ ＋ β × Ｄ Ａ Ｔ Ａ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ （ １ ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た だ し 、 α ＋ β ＝ １

こ こ で 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ３ は 加 算 器 Ｔ Ｎ か ら 出 力 さ れ る デ ー タ 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ １ は オ リ ジ ナ ル デ ー タ
、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ２ は フ レ ー ム メ モ リ Ｍ か ら 出 力 さ れ る デ ィ レ イ デ ー タ を 示 す 。 ま た 、 α 、 β は
、 そ れ ぞ れ オ リ ジ ナ ル デ ー タ 、 デ ィ レ イ デ ー タ の 占 め る 割 合 を 表 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 α 、 β の 値 を 変 え る こ と に よ っ て 、 オ リ ジ ナ ル デ ー タ の 占 め る 割 合 と デ ィ レ イ デ ー タ の
占 め る 割 合 と が 調 整 さ れ 、 β が α に 比 べ て 大 き い ほ ど ノ イ ズ 除 去 の 効 果 が 大 き く な り 、 フ
ィ ル タ の 強 度 が 大 き い 。 こ こ で は 、 第 ４ 輝 度 段 階 、 第 ３ 輝 度 段 階 、 第 ２ 輝 度 段 階 、 第 １ 輝
度 段 階 の 順 番 で β の 値 が α に 比 べ て 大 き く な る よ う に 設 定 さ れ て い る （ 例 え ば 、 第 ４ 輝 度
段 階 、 第 ３ 輝 度 段 階 、 第 ２ 輝 度 段 階 、 第 １ 輝 度 段 階 の 順 で 、 β ＝ ０ ． ８ 、 ０ ． ６ 、 ０ ． ４
、 ０ ． ２ に 定 め ら れ る ） 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 で あ る 電 子 内 視 鏡 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 内 視 鏡 画 像 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 輝 度 レ ベ ル に 応 じ て 段 階 分 け さ れ た 内 視 鏡 画 像 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 フ ィ ル タ リ ン グ 対 象 画 素 の 近 傍 画 素 エ リ ア を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ２ の 実 施 形 態 で あ る 電 子 内 視 鏡 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 空 間 フ ィ ル タ を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る ノ イ ズ 低 減 フ ィ ル タ 回 路 に お け る フ ィ ル タ 処 理 部 の ブ ロ
ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ４ の 実 施 形 態 に お け る ノ イ ズ 低 減 フ ィ ル タ 回 路 に お け る フ ィ ル タ 処 理 部 の ブ ロ
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ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ ０ 　 ビ デ オ ス コ ー プ
　 ３ ０ 　 プ ロ セ ッ サ
　 ４ ２ 　 前 段 信 号 処 理 回 路 （ デ ジ タ ル 化 処 理 手 段 ）
　 ４ ６ 　 ノ イ ズ 低 減 フ ィ ル タ 回 路 　 （ フ ィ ル タ リ ン グ 手 段 ）
　 ４ ６ ’ 　 ノ イ ズ 低 減 フ ィ ル タ 回 路
　 ４ ６ ” 　 ノ イ ズ 低 減 フ ィ ル タ 回 路
　 ４ ６ ” ’ 　 ノ イ ズ 低 減 フ ィ ル タ 回 路
　 ４ ８ 　 段 階 分 け 回 路 　 （ 輝 度 段 階 分 け 手 段 ）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(10) JP 2007-50110 A 2007.3.1



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
                        Ｇ０６ＴＧ０６ＴＧ０６ＴＧ０６ＴＧ０６ＴＧ０６ＴＧ０６ＴＧ０６Ｔ   5/20     (2006.01)   5/20     (2006.01)   5/20     (2006.01)   5/20     (2006.01)   5/20     (2006.01)   5/20     (2006.01)   5/20     (2006.01)   5/20     (2006.01)           Ｇ０６Ｔ   5/20    　　　Ｃ          　　　　　
                        Ｈ０４ＮＨ０４ＮＨ０４ＮＨ０４ＮＨ０４ＮＨ０４ＮＨ０４ＮＨ０４Ｎ   1/409    (2006.01)   1/409    (2006.01)   1/409    (2006.01)   1/409    (2006.01)   1/409    (2006.01)   1/409    (2006.01)   1/409    (2006.01)   1/409    (2006.01)           Ｈ０４Ｎ   1/40    １０１Ｃ          　　　　　

(72)発明者  福山　三文
            東京都板橋区前野町２丁目３６番９号　ペンタックス株式会社内
Ｆターム(参考) 4C061 AA00  BB01  CC06  JJ17  LL02  MM02  NN05  SS17  SS18  SS21 
　　　　 　　        SS23  TT01 
　　　　 　　  5B057 AA07  CA08  CA12  CA16  CB08  CB12  CB16  CE02  CE05  CE06 
　　　　 　　        CH09  DA16  DB02  DB09 
　　　　 　　  5C077 LL02  LL19  MM03  MP01  RR16  TT09 
　　　　 　　  5C122 DA12  EA22  FH01  FH10  FH23  GA23  HB05 

(11) JP 2007-50110 A 2007.3.1



专利名称(译) 图像处理设备和电子内窥镜设备

公开(公告)号 JP2007050110A 公开(公告)日 2007-03-01

申请号 JP2005237493 申请日 2005-08-18

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 宾得株式会社

[标]发明人 福山三文

发明人 福山 三文

IPC分类号 A61B1/04 H04N5/225 H04N5/232 G06T1/00 G06T5/00 G06T5/20 H04N1/409

FI分类号 A61B1/04.370 H04N5/225.Z H04N5/232.Z G06T1/00.290.Z G06T5/00.300 G06T5/20.C H04N1/40.101.
C A61B1/04 A61B1/045.611 G06T5/00.705 G06T5/20 G06T7/00.612 H04N1/401 H04N5/225 H04N5
/225.500 H04N5/232 H04N5/232.290

F-TERM分类号 4C061/AA00 4C061/BB01 4C061/CC06 4C061/JJ17 4C061/LL02 4C061/MM02 4C061/NN05 4C061
/SS17 4C061/SS18 4C061/SS21 4C061/SS23 4C061/TT01 5B057/AA07 5B057/CA08 5B057/CA12 
5B057/CA16 5B057/CB08 5B057/CB12 5B057/CB16 5B057/CE02 5B057/CE05 5B057/CE06 5B057
/CH09 5B057/DA16 5B057/DB02 5B057/DB09 5C077/LL02 5C077/LL19 5C077/MM03 5C077/MP01 
5C077/RR16 5C077/TT09 5C122/DA12 5C122/EA22 5C122/FH01 5C122/FH10 5C122/FH23 5C122
/GA23 5C122/HB05 4C161/AA00 4C161/BB01 4C161/CC06 4C161/JJ17 4C161/LL02 4C161/MM02 
4C161/NN05 4C161/SS17 4C161/SS18 4C161/SS21 4C161/SS23 4C161/TT01

代理人(译) 松浦 孝
野刚

外部链接 Espacenet

摘要(译)

在数字图像信号上执行噪声去除处理而不会降低图像质量。 在处理器中
提供前级信号处理电路，降噪滤波器电路和级划分电路。 在级划分电路
48中，根据基于数字图像信号的亮度等级，将每个像素划分为第一至第
四亮度级，并且将被摄体图像划分为多个级。 然后，在降噪滤波器电路
46中，将移动平均滤波器应用于每一级的像素，使得相邻像素区域的尺
寸从第四亮度级到第一亮度级变大。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/a757c0a1-5898-4397-8bcc-6161d5b07088
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037914966/publication/JP2007050110A?q=JP2007050110A

